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大綱１ 一人ひとりの意識とご近所のふれあいで暮らしやすいまちをめざします

（１）住民協働・住民参画

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１ 協 働 推 進 事 業 企 画 経 営 課 ・協働によるまちづくりを推

進するとともに、町内で活

動する住民活動団体を支

援する。

414 ○【拡充】「住民提案協働事業制度」の改訂

・平成２２年度に制定した住民提案協働事業制度について、

平成２９年度に策定した第４次総合計画及び平成３０年度

の協働憲章の見直しを踏まえ、これらの主旨に合致させる

よう改訂

○令和元年度実施住民提案協働事業（６事業）

・団体提案タイプ（住民提案型）

『こどもレストラン』

『くまとり野菜軽トラ市の定期開催の支援』

・団体提案タイプ（行政提案型）

『熊取グルメマップ事業』

『おおさか山の日～山を育てる・山に親しむ～』

『奥山雨山自然公園周辺紅葉の保全・活用』

『大阪観光大学吹奏楽部による熊取町演奏にぎわい事業』

○令和元年度採択状況（６事業）（事業実施は令和２年度）

・団体提案型

『くまとり軽トラ市の定期開催の支援』

・行政テーマ型

『奥山雨山自然公園エリアを活用した体験型環境教育』

『奥山雨山自然公園周辺における紅葉の保全・活用と魅力

の向上』

『大阪観光大学吹奏楽部による熊取町演奏にぎわい事業』

『ＹｏｕＴｕｂｅｒ養成講座』

『子ども食堂 こどもレストラン』
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（２）地域コミュニティ

（３）防犯・交通安全・消費生活

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

２ 町政連絡事務事業 広 報 公 聴 課 ・町内の区・自治会の区長に

町政連絡事務嘱託員を委

嘱し、町行政と住民とのパ

イプ役を担っていただく

ことで、円滑な町政運営に

繋げ、様々な活動等への支

援を行う。

・（一財）自治総合センター

が実施する一般コミュニ

ティ助成事業を活用し、自

治会活動に必要な備品の

購入に対し助成を行う。

28,311 ○一般コミュニティ助成事業補助金による助成

・１３地区に対し、必要な備品購入に係る費用を助成

・助成額：2,500,000 円

※平成３０年度より３年をかけて全地区に助成を予定

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

３ 防 犯 事 業 危 機 管 理 課 ・犯罪の抑止、防犯意識の醸

成を図るため、自主的な防

犯活動の支援を行うこと

により、全ての住民が安全

で安心して暮らせるまち

づくりを進める。

18,195 ○「安全なまちづくり大会」の開催

・開催日：令和元年１０月２７日

・場 所：熊取ふれあいセンター

・参加者：１００名

○「安全なまちづくり推進協議会総会」の開催

・開催日：令和元年７月２９日

・場 所：役場北館３階大会議室

○「熊取町安全パトロール隊」による地域パトロールの実施

・実施回数：総合計２９８回（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加６８回）

日中２００回（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加４０回）
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早朝 ３３回（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加 ５回）

夕刻 ４１回

夜間 ２４回（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加２３回）

○【拡充】防犯カメラの設置

・更新：２台（無線通信式）

○泉佐野警察署等関係機関との連携によるパトロールの実施

・泉佐野警察署との情報交換 ９回

・警察との合同パトロール ５回

（わんわんパトロール・レディース防犯含む）

４ 消費生活対策事業 産 業 振 興 課 ・消費者教育や情報提供を推

進するとともに、被害の拡

大防止のための講演会を

開催するなど、消費者保護

を推進します。

・消費者問題に対する相談体

制を強化する。

3,725 ○消費者月間における記念公講演の実施

・開催日：令和元年５月２８日

・参加者：４１人

・テーマ：「キャッシュレス時代に備えて ～進化する悪質業

者に立ち向かおう～」

○消費力向上を目的としたミニ講座の実施

・３日間×２回開催

・参加者：１回目２２人、２回目１６人

○小学５・６年生、中学１年生を対象とした講座の実施

・テーマ：「気をつけよう！ネットやスマホ ～知ろう！学ぼ

う！賢い消費者になるために～」

・参加者：小学生４９９人、中学生２５３人

○消費生活センターの開設

・消費生活相談の実施（月～金） 午後１時～５時

・相談件数：１９０件

・消費生活特別相談（弁護士対応）

５月２８日（木）２件、１１月１８日（水）０件

〇各種啓発冊子の作成

・若者向け消費者問題啓発用リーフレット

「あま～い誘いにご用心」６００部作成

・小学生向けリーフレット「ぼくもわたしも消費者」５００部

・中学生向けリーフレット「中学生もみんな消費者」５００部
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５ 交通安全対策事業 道 路 課 ・交通安全意識と交通マナー

の向上、道路交通環境の安

全性の確保、交通事故防止

に努める。

8,104 ○熊取町「交通事故をなくす運動」推進本部事業活動の実施

・交通安全教室の実施

町立小学校５校・町立中学校３校・町立保育所４施設・

民間保育園３園・民間幼稚園２園・民間こども園１園

・春・秋の全国交通安全運動期間中の啓発活動の実施

交通安全啓発街頭キャンペーン等 ７回実施

・浪商学園・泉佐野警察・熊取町によるマナーアップ作戦連

絡会による講習会等の実施

大阪体育大学学部単位の交通安全講習会 ７回実施

大阪体育大学クラブ単位の交通安全講習会 ５回実施

浪商高校・浪商中学の学生を対象とした交通安全講習会

等 ２回実施

○高齢者運転免許自主返納支援の実施

・満 65歳以上の方で、運転免許の全部を自主返納した場合に、

有効期間５年間の町内循環バスの無料定期乗車券を交付

（１１１人）

○【新規】横断歩道のある交差点の独自点検を実施。また、泉

佐野警察署、町立・民間保育所等関係機関の立会いのもと、

未就学児が日常的に集団で移動する経路等に係る一斉点検

を実施。

６ 交通安全施設整備事業 道 路 課 ・交通安全施設の整備を行

う。

10,651 ○交通安全施設の設置（道路反射鏡・道路照明灯・区画線等）

・道路反射鏡設置 １２基 ・道路反射鏡修繕 ２７基

・区画線設置 １，６４０ｍ ・薄層舗装設置 １３㎡

・道路照明灯設置 １基 ・車止め(ﾊﾞﾘｶｰ)設置 ２基

・交差点カラー化 １箇所（２０㎡）
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（４）防災

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

７ 防 災 事 業 危 機 管 理 課 ・自主防災組織の育成及び支

援を実施するとともに、自

主防災組織訓練の活動を

支援する。

48,185 ○自主防災組織の結成の促進

・組織結成の際に、自主防災活動に必要となる資機材などの

購入費用を補助

補助件数：１自治会

・防災活動資機材を活用した自主防災組織訓練の実施

実施回数：３０回 参加人数：１，５６２人

○自主防災組織連絡協議会の運営

・自主防災組織の連携を高め相互の連絡調整を図ることによ

り地域の防災体制の充実強化に寄与することを目的として

全自主防災組織が参加している自主防災組織連絡協議会に

おいて、全体会１回を開催

・【新規】自主防災組織内にワーキンググループ「自主防災モ

デルマニュアル作成委員会」を設置し地区別自主防災マニ

ュアルの基礎となる自主防災モデルマニュアルを作成

委員：各小学校区２名ずつ 計１０名

会議開催回数：４回

〇【新規】防災士育成研修の開催

・各地区における防災リーダーを育成し、地域防災力のさら

なる向上を図るとともに、町職員の災害対応力を高めるこ

とを目的として、防災士育成研修を実施

受講者：１００名（住民７８名＋町職員２２名）

合格者：９０名

〇防災講演会の開催

・地域防災力のさらなる向上を目指し、東日本大震災で「釜

石の奇跡」を導いたことで有名な片田敏孝氏を招き、住民

を対象に自助・共助をテーマとした防災講演会を開催

〇【拡充】指定避難所防災倉庫の増設

・町指定避難所（小中学校）８箇所に防災倉庫を増設

（既設：１基／箇所 ＋ 増設：１基／箇所）
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〇【拡充】防災資機材の充実

・令和元～２年度の２箇年で防災資機材を充実

・令和元年度購入物品（主なもの）

ＬＥＤバルーンライト １１基

段ボールベッド １２２個

自動ラップ式トイレ ９基

大型便槽組み立てトイレ ３基

〇【新規】安否確認不要・避難済みカード「無事ですカード」

の作成

・大地震発生時に自身の世帯の安否確認が不要であることや

避難が済んでいることなどを自宅に表示するカード「無事

ですカード」を作成し、全戸に配布

作成枚数 ２０，０００枚

町広報紙令和２年６月号に合わせて配布

○【拡充】熊取町地域防災計画の改定

国の防災基本計画及び大阪府地域防災計画の修正に伴い、

整合を図るため町地域防災計画を全面改定。

・令和２年３月改定

○【拡充】熊取町国民保護計画の修正

国が定める国民の保護に関する基本指針及び大阪府国民保

護計画の変更に伴い、整合を図るため町国民保護計画を修正。

・令和２年２月修正

○【新規】災害応急対策ワークショップの実施

平成３０年の台風第２１号の被害の課題を教訓として、あ

らゆる災害に対応できる強靭な町職員体制を構築するため、

災害応急対策班ごとによるワークショップを実施。

・各災害応急対策班全１６班が実施

○【新規】災害時における相互応援協定の締結

災害が発生し被害を受けたことにより被災自治体独自では

十分な応急措置が実施できない場合に応急対策及び復旧対策

の応援を円滑に遂行することを目的に締結。

・相手方：奈良県生駒郡三郷町
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締結日：令和元年６月４日

・相手方：奈良県北葛城郡王寺町

締結日：令和元年６月１８日締結

○【新規】町内大学との災害時における連携協力に関する協定

の締結

町と町内大学が相互に協力し災害発生時における応急対策

を行うことをもって地域住民の安全安心に資することを目的

に締結。

・相手方：大阪体育大学

関西医療大学

大阪観光大学

・締結日：３大学とも 令和元年１２月１日

○【新規】アウトドアメーカーとの災害時における物資の供給

に関する協定の締結

災害時における防災用製品の供給を円滑に実施することを

目的に締結。

・相手方：株式会社ロゴスコーポレーション

・締結日：令和元年７月８日

８ 民間住宅耐震改修等

事業

ま ち づ く り

計 画 課

・若年世代を中心とした転

入・定住促進を図る。

10,695 ○既存民間建築物耐震診断補助の実施

・補助率：９／１０（上限 45,000円）

・補助金交付件数：１１件 495,000円

○木造住宅耐震改修設計補助の実施

・補助率：７／１０（上限 100,000円）

・補助金交付件数：２件 200,000円

○木造住宅耐震改修補助の実施

・補助額：定額700,000円 又は 900,000円

・補助金交付件数：２件 1,600,000円

○木造住宅除却工事補助の実施

・補助額：定額 400,000円

・補助金交付件数：２１件 8,400,000円
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（５）男女共同参画・多文化共生

９ 河川一般事務経費 水とみどり課 ・土砂災害警戒区域に指定さ

れた地域における住民の

円滑な避難を確保する上

で必要な事項を記したハ

ザードマップを自治会と

共同で作成する

70 ○【拡充】ハザードマップの作成

・朝代区、成合区

１０ ため池等整備事業 水とみどり課 ・大規模地震に備え、貯水量

が多く、下流への影響が高

いため池について、耐震診

断及びハザードマップの

作成を行う

12,384 ○ため池耐震診断業務（大阪府実施）

・長谷池にてため池の耐震診断を実施

○【拡充】ため池ハザードマップ作成委託業務（町実施）

・熊取地区ため池ハザードマップ作成委託業務（1-1）

築留池、長谷池のため池ハザードマップを作成

期間：令和元年８月１３日～令和２年２月２８日

・熊取地区ため池ハザードマップ作成委託業務（1-2）

口無池、濁池、柿谷池のため池ハザードマップを作成

期間：令和元年１０月２４日～令和２年３月１９日

１１ 社会福祉事業 生 活 福 祉 課 ・ボランティアセンターの事

務局である社会福祉協議

会へ今後の災害に備え備

蓄品や災害救護備品の購

入に対する補助を行う

1,398 ○災害救護品として、ワンタッチテントや拡声器、折りたたみ

リヤカー、LED マルチライト、スコップ、バールなど災害ボラ

ンティアセンター開設時に必要な備品購入について助成し、

今後の有事に備えることができた。

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１２ 男女共同参画推進事

業

人 権 ・ 女 性

活 躍 推 進 課

・男女が社会の対等な構成員

として、あらゆる活動に参

画できる社会の実現に向

け住民意識を高揚する。

297 〇男女共同参画社会情報誌「男女が“ともに”協力しあいなが

ら…」の発行

・発行回数：年１回（１１月）

・配布先：全戸配布、窓口に設置

・発行部数：１６，５００部

〇男女共同参画講演会

・開催日：令和元年９月１４日（大阪体育大学中央棟）
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（６）平和・人権

・参加者：３０人

・内 容：「女性が輝く社会を目指して」

講師：第一部 榊原 典子

（ミズノ株式会社人事総務部人事課）

第二部 榊原 典子

馬場 智代

（熊取町総務部人権・女性活躍推進課長）

長尾 佳代子

(大阪体育大学 体育学部教授)

〇男女共同参画講演会

・開催日：令和元年１２月１日（煉瓦館）

・参加者：１４０人

・内 容：「木久蔵の仕事と子育て ～これが私の二刀流～」

講師：林家 木久蔵（落語家）

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１３ 平 和 推 進 事 業 人 権 ・ 女 性

活 躍 推 進 課

・非核・平和の意識の高揚の

ため、多くの住民が平和に

ついて考える機会を提供

する。

146 〇「平和パネル・ポスター展」の開催

・開催日：令和元年８月１０日～８月２１日（煉瓦館）

・展示物：「広島・長崎被爆写真」のパネルと町内小・中学生

が描いた平和人権ポスター１６点

（各小中学校から２点ずつ選出）

〇「人権平和フィールドワーク」

・開催日：令和元年８月２５日

・行き先：滋賀県平和祈念館

・参加者：３９人

１４ 人 権 啓 発 事 業 人 権 ・ 女 性

活 躍 推 進 課

・人権尊重意識と町内事業所

の就職の機会均等に関す

る意識の高揚を図る。

1,806 〇「人とひと・ふれ愛の集い」の開催

・開催日：令和元年１１月３日（熊取ふれあいセンター）

・参加者：１８０人

・内 容：「君としあわせ ～輝く命のために～」

（心あたたまる親子コンサート）
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講師 新井 宗平（元 NHK 歌のお兄さん）

新井 咲

〇人権学習会・精神障がい理解促進講演会

・開催日：令和２年２月１５日（熊取ふれあいセンター）

・参加者：５０人

・内 容：あきらめないでやってみた

講師 またき亭いっぱい（啓発落語家）

村上 貴栄

(関西医療大学総合医療センター精神保健福祉士)

〇「人権啓発地域映画会」の開催

・開催回数：２９回（２ヵ年で町内一巡）

※平成３０年中の台風の影響に伴い中止となった１０地区

も含めて開催

〇「人権ポスター展」の開催

・開催日：令和元年１１月３０日～１２月１１日（煉瓦館）

・展示作品：ポスター１６点（各小中学校から２点）

〇街頭啓発の実施

・実施日：平成３１年４月２６日（憲法週間）

令和元年１２月３日（人権週間）

・場 所：ＪＲ熊取駅

〇事業所人権連絡会による就職差別撤廃月間啓発の実施

・実施日：令和元年６月３日

・場 所：ＪＲ熊取駅

〇人権相談の実施

・毎月第１・３・４木曜日 午後１時～３時

・相談件数：２１件

〇人権啓発広報紙「しあわせへの道」の発行

・発行回数：年２回（５月・１２月）

・配布先：全戸配布、窓口に設置

・発行部数：１６，５００部
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大綱２ まちに愛着を持てる、たくましく生きる力を持つ子どもが育つまちをめざします

（７）子育て

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１５ 子 育 て 支 援 事 業 子育て支援課 ・住民と行政の協働による子

育て支援のネットワーク

化を推進する。

27,957 ○地域子育て支援拠点事業（委託事業）

・ぷらっつ：週４日開催

延べ参加者数 大人３，１２９人 子ども３，６４５人

合計６，７７４人

・であいの広場：週３日開催

延べ参加者数 大人１，１８４人 子ども１，３７８人

合計２，５６２人

○「ファミリー・サポート・センター」

・会員数３９０人（依頼会員２２９人、協力会員１１２人、

両方会員４９人）、サポート実績３３７件、協力会員養成講

座（１２回）参加人数１８７人

○ホームスタート事業の実施

・訪問家庭件数 ４３件 [新規２９件（内、産前７件）、継続

１４件（内、産前０件）]、オーガナイザー５人、ビジター

１９人、ホームビジタースキルアップ研修（７回）

○第２期熊取町子ども・子育て支援計画（計画期間：令和２～

６年度）

「多様な子どもの育ちや暮らしを認め合い、支え合う、対

話的まちづくり」を基本理念とし、地域ぐるみで子育てを支

援する環境が整い、子育てに関する喜びが共有され、子ども

を生みたい、育てたいと思えるまち、愛着や誇りの持てるま

ちを目指す計画として、令和２年３月に策定。

○「赤ちゃんの駅」登録施設のＰＲ

・令和元年度末時点登録施設数 ２２か所

（公共施設１２、民間保育所・認定こども園４、その他６）

・広報及びホームページで登録施設随時募集
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１６ 児 童 相 談 事 業 子育て支援課 ・虐待等の早期発見、適切な

支援や専門的相談の実施

及び保育所、幼稚園、学校

等子どもに関わる機関の

相談対応力の向上も図り

ながら、０～１８歳までの

子どもの健全育成と家庭

状況の改善を行う。

9,895 ○子ども家庭相談の実施

・相談実件数：８１６件

○専門相談の実施

・発達相談：６７回、ことばの相談：１６回、

運動機能相談：１７回、医師の相談：１０回実施

※学校教育課と連携協力して実施

○保育所・幼稚園・小中学校・学童保育所巡回相談の実施

（保育所・幼稚園：年２回ずつ、小中学校：年３回ずつ、学

童：年２回）

○児童虐待防止スーパーバイザーの配置（２人）

○関係機関との個別ケース検討会議（６９回）

１７ 児 童 相 談 事 業 子育て支援課 ・子どもと家庭の様々な相談

にきめ細かく対応し、発

育・発達のおくれ、疾病及

び虐待等の早期発見・早期

支援により、子どもの成長

発達を保障する。

1,399 〇医師による相談（小児科医 小児神経専門医 広汎性発達障

がい専門医による相談）の実施

・相談者数：６５人、１２回

〇心理相談（発達相談員による相談）の実施

・相談者数：２７２人、８５回

１８ 母 子 保 健 事 業 子育て支援課 ・不妊・不育治療費の助成、

適切な妊婦健診、妊婦歯科

健診の受診勧奨及び必要

時保健師等による訪問を

行い、必要な知識の提供及

び保健指導を行うことに

より、妊娠期から出産後ま

で切れ目のない支援を行

う。

・各種乳幼児健康診査や育児

相談等を通し、子どもの疾

病や育児不安などの早期

48,486 ○不妊・不育治療費助成事業の実施

・申請受理延件数：９３件

（一般不妊：４０件、特定不妊：５２件、不育：１件）

〇妊婦健診助成の実施

・利用者実人数：４５３人

・利用回数：延べ３，４９６回

（・補助券を含めた延べ回数は５，３６３回）

○産婦健診助成の実施

・利用者実人数：２６８人

・利用回数：延べ５２５回

○妊婦歯科健診の実施

・受診人数：８９人（対象者数２８４人、実施率３１．４％）
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（８）保育・幼児教育

発見や支援を行うととも

に、各種教室を通じ、食事

の大切さを啓発する等食

育を推進し、健康的な食生

活への支援を行う。

○産後ケア事業

・利用者実人数：６人（ショートステイ延べ１１日）

○新生児聴覚検査

・受検者数：２５５人

〇「こんにちは赤ちゃん訪問」事業の実施

・助産師等による全戸訪問

・訪問数：２９４人（対象者数３１１人、実施率９４．５％）

〇乳幼児健康診査の実施

・受診人数：４か月児健診 ２６４人（受診率９８．１％）

１歳７か月児健診 ２７７人（受診率１００％）

２歳６か月児歯科健診 ２８５人（受診率９１．６％）

３歳６か月児健診 ３０３人（受診率１００％）

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１９ 民間保育所等助成事業 保 育 課 ・民間保育所等の適正な運営

及び保育内容を支援する。

872,757 ○【拡充】新たに認定こども園として運営を開始したフレンド

幼稚園に対して、延長保育事業等の特別保育等にかかる補助

金を交付

○【拡充】町内の民間保育所等に対して、新型コロナウイルス

感染拡大防止対策として必要な物品の購入にかかる補助金を

交付

〇【新規】幼児教育・保育の無償化に伴い、預かり保育を行う

民間保育所、認可外保育施設等に対して、施設等利用給付費

を支給

２０ 保 育 所 運 営 事 業 保 育 課 ・安全で質の高い保育を提供

する。

374,395 ○待機児童“ゼロ”に向けた取組を実施

・町立保育所入所児童数 ５８９人（R2.3 月実績）

・民間保育所等入所児童数 ９４５人（R2.3 月実績）

※待機児童数 R2.3 月 １人

○中央保育所の大規模改修工事を実施

○保育所施設の維持管理
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<設備改修等>

・給湯管漏水修繕（西保育所） など

<備品等整備>

・エアコンの更新（２台）（東、北保育所） など

○【新規】町立保育所の新型コロナウイルス感染拡大防止対策

として必要な物品を購入

<消耗品>

・消毒液などの衛生用品等（各保育所）

<備品>

・空気清浄機（１３台）（各保育所） など

２１ 学童保育運営事業 保 育 課 ・学童保育所の適正な運営及

び保育内容を支援する。

152,332 ○【拡充】受入枠拡大のために２クラブを増設し、運営を行っ

た。（中央、西学童保育所）

○【拡充】令和２年度に向けた受入枠拡大のために施設等の整

備を行った。（西学童保育所）

○学童保育所施設の維持管理

<設備改修等>

・床、フェンス改修工事（南学童保育所）など

<備品等整備>

・クラブ増設にかかる備品（エアコンなど）の購入（中央、

西学童保育所）など

○【新規】学童保育所の新型コロナウイルス感染拡大防止対策

として必要な物品を購入

<消耗品>

・消毒液などの衛生用品等（各学童保育所）

２２ 私立幼稚園助成事業 保 育 課 ・私立幼稚園の適正な運営及

び保育内容を支援する。

35,151 〇【新規】幼児教育・保育の無償化に伴い、幼稚園、認定こど

も園に対して、施設等利用給付費を支給

〇【新規】幼児教育・保育の無償化に伴い補足給付費を創設し、

要件を満たす幼稚園利用者に対し、副食費にかかる補助金を

交付
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（９）学校教育

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

２３ 外国青年英語指導助

手招致事業

学 校 教 育 課 ・各小中学校にＡＬＴ（英語

指導助手）を配置し、英語

教育の充実を図る。

22,971 〇英語指導助手（ＡＬＴ）の配置等

・ＡＬＴ ６人（小学校ＡＬＴ３人、中学校ＡＬＴ３人）配置

小学校には週３日、中学校には週５日配置

２４ ①小学校運営事業

②中学校運営事業

学 校 教 育 課 ・学校図書館環境の充実を図

り、児童生徒の図書活動を

推進する。

・小中学校の教職員１人１台

の整備のための校務用パ

ソコン等の追加配備の実

施

①80,551

②19,248

①4,881

②2,506

○学校図書館司書の配置

・全小中学校に配置（小学校週５日、中学校週４日）

・「学校図書館司書連絡会」の実施（１１回）

・「研修会・選書会」の実施（１３回）

・学齢期子ども読書活動推進連絡会の実施（２回）

○【拡充】校務用パソコンの整備

・令和元年度に残りの整備を実施し、小学校３７台、中学校

１９台を配備。教職員に対し１００％の整備率（教職員１

人１台）を実現。

２５ ①小学校給食事業

②中学校給食事業

学 校 教 育 課 ・安全でおいしい学校給食の

充実を図るとともに、学校

給食の適正な管理、運営を

図る。

①11,546

②607

○計画的な給食備品の更新

・食器洗浄機（西小・南小）

・ワンタッチスライサー（西小）

・牛乳保冷庫（南小）

・球根皮むき機（北中）

・ガス回転釜（北中）

・給食用食器更新（西小）

２６ ①小学校維持管理事業

②中学校維持管理事業

学 校 教 育 課 ・小・中学校施設・設備面に

おいて適時適切に整備を

行い良好な教育環境を確

保する。

①294,302

（内繰越分

195,963）

②124,944

○小学校施設の維持管理

・消防設備修繕（中央小・西小・南小・北小・東小）

・エレベーター部品交換修繕（中央小）

・汚水処理浄化槽施設ばっ気ブロアー取替修繕（南小）

・プールろ過装置修繕（中央小・西小・北小）

・トイレ洋式化改修工事（中央小・西小・南小・北小）

・トイレ洋式化改修設計委託（西小・南小・北小）

・体育館点検用ハシゴ改修工事（西小）

・防火シャッター改修工事（南小）

・コンピューター室空調設備（中央小）
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○中学校施設の維持管理

・消防設備修繕（熊中・北中・南中）

・防球ネット設置工事（熊中）

・エレベータ部品交換修繕（熊中）

・プール循環ろ過装置修繕（熊中・北中）

・電気設備更新修繕（熊中・南中）

・給食場屋根改修工事（北中）

・トイレ洋式化改修設計委託（北中・南中）

２７ 小学校大規模改造事業 学 校 教 育 課 ・小学校施設・設備面におい

て適時適切に整備を行い

良好な教育環境を確保す

る。

15,950 〇【新規】小学校施設の大規模改造事業

・大規模改造工事実施設計（東小）

２８ 中学校災害復旧事業 学 校 教 育 課 ・中学校施設・設備面におい

て適時適切に整備を行い

良好な教育環境を確保す

る。

94,054 〇【新規】中学校災害復旧事業

・校舎屋根災害復旧工事（南中）

２９ 学習支援ボランティ

ア派遣事業

学 校 教 育 課 ・きめ細かい学習支援と開か

れた学校づくりを目的と

する。

737 ○「学習支援ボランティア」の派遣

・登録人数：６０人

・８小中学校に派遣した回数：延べ ６５１回

３０ スクールソーシャル

ワーカー活用事業

学 校 教 育 課 ・児童生徒の問題行動や児童

虐待等に対して多面的な

支援を実施し、課題を解決

する。

10,691 〇【拡充】「スクールソーシャルワーカー」の配置（１名増員）

・非行や不登校、いじめなどの課題解決に向けて、相談活動

や家庭訪問等を実施

・人数等：中央小学校 １人 週４日

西小学校 １人 週４日

南小学校 １人 週４日

東小学校 １人 週４日

熊取北中学校・北小学校 １人 週４日
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（１０）生涯学習

３１ 児 童 相 談 事 業 学 校 教 育 課 ・何らかの心理的、情緒的、

身体的、あるいは社会的要

因・背景により、不登校や

集団不適応の状況にある

児童生徒の増加する中、保

護者や家庭を支援する相

談体制を充実させる。

2,361 〇「教育相談カウンセラー」（臨床心理士）の配置

・成績、進路、生活、発達などの課題解決に向けた相談のう

ち対応が必要と判断した案件が対象

・人数：教育相談担当 ２人 発達相談担当 ２人

・教育・子どもセンターにおいて、水・木・金に相談を実施

３２ 安全・安心なまちづ

くり事業

学 校 教 育 課 ・小学校４年生全児童及び初

任者教職員等にＣＡＰプ

ログラム（暴力防止プログ

ラム）を実施するととも

に、全小中学校に設置して

いる学校防犯システムを

活用して学校内の安全確

保を推進する。

290 〇自分の命は自分で守るプログラムとして、小学校４年生全児

童及び初任者教職員等にＣＡＰプログラム（暴力防止プログ

ラム）を実施する。

・受講学級数：１３学級

・受講教員数：２３人

・講師：特定非営利活動法人ＣＡＰいずみ

全小中学校に学校防犯システムを導入し、児童生徒の入

退校を管理する。

３３ 地域ぐるみの学校安

全体制整備推進事業

学 校 教 育 課 ・全小学校区にスクールガー

ド・リーダーを配置し、連

携を密にしながら学校の

安全確保に努めるなど、子

どもたちの安全を守る取

組みを推進する。

2,732 〇全小学校区へ「スクールガード・リーダー」を配置

・人数：５人

・ローテーションを組みながら小学校区を巡回するとともに、

情報を共有

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

３４ 放課後子ども教室推

進事業

生 涯 学 習

推 進 課

・放課後や週末に子どもたち

の安全・安心な居場所を確

保し、地域のボランティア

の参画により、様々な体験

活動、交流活動を推進す

る。

510 ○「くまとり元気広場」の実施

・実施場所：煉瓦館、熊取北コミュニティルーム、

野外活動ふれあい広場、長池公園、

熊取図書館、ひまわりドーム芝生広場

・開催回数：２２４回（全１５メニュー）

・参加者数：延べ３，４８４人

※「放課後学習」の実施（くまとり元気広場の一部）
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・実施場所：西小学校、東小学校、北小学校

・開催回数：５７回（東小２１回、西小１８回、北小１８回）

・参加者数：延べ１，７０６人

（東小５０２人、西小６２４人、北小５８０人）

３５ 子育て支援放課後自

習室事業

生 涯 学 習

推 進 課

・町内３中学校の余裕教室及

び煉瓦館を活用した「放課

後自習室」を開設し、子ど

もの安全な居場所づくり

を行う。

633 ○中学校放課後自習室の開設

・実施場所：熊取中学校、熊取北中学校、

熊取南中学校、煉瓦館

・開催回数：８０回

（熊中１９回、北中１７回、南中１７回

煉瓦館２７回）

・参加者数：延べ ５４８人

（熊中４７人、北中８４人、南中３７３人、

煉瓦館４４人）

３６ 図書館施設管理事業 図 書 館 ・安全・快適に施設が利用で

きるよう、適切な維持管理

に努める。

20,653 ○加圧給水ポンプオーバーホール

○非常放送設備プログラムタイマー取替修繕

○屋上・屋上窓周りコーキング修繕

３７ 図書館ふれあい事業 図 書 館 ・住民の自主的な学習、文化

活動を支援するため、多様

な学習機会を提供し、会議

室やホールの活用を推進

するとともに、子どもの育

ちを支援する。

347 ○開館２５周年を記念して、町内に縁のある音楽家のコンサー

トなどの催しを企画・実施した。

・声楽コンサート～姉妹によるソプラノコンサート

開催日：令和元年１０月５日（土）

出演者：渡邉美智子（ソプラノ）

渡邉早貴子（ソプラノ）

井之元加奈（ピアノ）

参加人数：１０１人

・講演会「水月湖の年縞堆積物の環境考古学への貢献～世界

のものさしとなった「奇跡の湖」～」

開催日：令和元年７月７日（日）

参加人数：８２人

・講演会「熊取町の大地の生い立ち～地形・地層・岩石・化

石～」

開催日：令和元年１１月２４日（日）
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（１１）文化・芸術

講 師：塚腰実（大阪自然史博物館外来研究員）

参加人数：４２人

○ＪＩＣＡ関西による講演会及び子ども向けイベントの開催

開催日：令和２年２月９日（日）

講演会「世界でふしぎ体験！～青年海外協力隊の活動体験」

講師：松藤輝（青年海外協力隊ＯＢ）

参加人数：５７人

子ども向けイベント「アフリカの布を使ったボタン作りと民

族衣装体験」

延参加人数：５２人

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

３８ 中家住宅運営事業 生 涯 学 習

推 進 課

・各種文化事業を行い、住民

の文化の活性化を図る。

200 ○ドキドキ博物館事業への補助

・開催日：令和元年７月６日、１１月２日・３日

○＠（あっと）ほ～む寄席

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（開催予定日 令和２年２月２３日）

３９ 文化財災害復旧事業 生 涯 学 習

推 進 課

・台風２１号により被害のあ

った重要文化財中家住宅

の復旧を図る。

71,751 ○倒壊した表門の復元（耐震補強を含む）と主屋の屋根・壁等

の修理工事（災害復旧）

・総事業費 77,528 千円（国庫補助金 40,532 千円）

災害復旧事業 62,191 千円（内 5,777 千円は H30 に執行）

表門耐震補強事業 15,337 千円

・事業期間 平成３１年２月１５日～令和２年３月３１日
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４０ 熊取交流センター運

営事業

生 涯 学 習

推 進 課

・歴史資料の展示や各種文化

事業を行い、住民の文化の

活性化を図る。

717 〇煉瓦館企画展

・開催日：令和元年５月１８日～８月２５日

・内容：熊取の歴史展

○交流ホールコンサート vol.31

・開催日：令和元年６月１６日

・来場者数：８０人

〇煉瓦館令和コンサート

vol.1 ・開催日：令和元年９月２９日

・来場者数：１７８人

vol.2 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（開催予定日：令和２年３月８日）

○くまとりイルミネーションナイトの実施

・実施期間：令和元年１２月１日～２５日

・煉瓦館をイルミネーションライトで飾り付けたほか、保育

所作品展、コンサート、マジックショーを実施

・来場者数：４，４３８人

４１ 公民館・町民会館整

備事業

生 涯 学 習

推 進 課

・耐震基準を満たしておら

ず、また、老朽化が進んで

いる公民館・町民会館につ

いて、整備を行う。

― ○【新規】公民館・町民会館について、公共施設等総合管理計

画に基づく庁内調整会議において、整備方針等の検討を行い、

整備方針の決定を行った。

４２ 公 民 館 文 化 事 業 公 民 館 ・住民の日頃の活動成果を発

表する機会や場の提供及

び優れた文化芸術の公演

を行い、町民文化の活性化

を図る。

2,031 ○第 29回「町民文化祭」の開催

・開催日：令和元年１１月２日～３日

・来場者数：３，４２２人

○ファミリー・サマー・コンサート

・開催日：令和元年８月４日

・出演者数：１２団体

・来場者数：５１３人

○ピアニカの魔術師がやってくる！

・開催日：令和２年１月１８日

・来場者数：１６６人
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大綱３ だれもがいつまでも健康でいきいきと活躍できるまちをめざします

（１２）健康・長寿

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

４３ 一般介護予防事業

（介護保険特別会計）

健康・いきいき

高 齢 課

・高齢者を年齢や心身の状況

等によって分け隔てるこ

となく、住民主体の通いの

場が継続的に拡大してい

くような地域づくりを推

進するとともに、地域にお

いてリハビリテーション

専門職等を活かした自立

支援に資する取り組みを

推進し、要介護状態等とな

ることの予防を推進する。

5,402 ○住民運営の通いの場「タピオステーション」の立ち上げ支援・

継続支援

・住民主体で介護予防メニュー「タピオ体操＋（プラス）」

に取り組む場を立ち上げ、約２か月間、町が派遣する専門

職による指導のもと体操に取り組む。また、継続支援とし

て、専門職や「タピオステーション応援団」（よしもと若

手芸人の派遣、町内大学の学生や地域ボランティア）の参

画のコーディネート、効果測定のための体力測定を実施。

・令和元年度末時点：２４か所立ち上げ

（H27:１か所、H28:２か所、H29:１０か所、H30:７か所、

R1:４か所）

４４ 一般介護予防事業

（介護保険特別会計）

健康・いきいき

高 齢 課

・住民の健康増進及び本町の

活性化を図るため、大阪体

育大学との協働により、

『“熊取町×大阪体育大

学”ＤＡＳＨプロジェク

ト』を実施する。

657 ○【新規】フレイル予防サポーター養成講座の開催

・タピオステーションでの体力測定ボランティアをはじめと

する健康づくりボランティアの担い手を育成するためにフ

レイル予防サポーター養成講座（３講座）を『“熊取町×大

阪体育大学”ＤＡＳＨプロジェクト』の一環とし、大阪体

育大学から講師の派遣を受け、開催。あわせて、本講座受

講者の内、大阪体育大学主催の「体力若返り講座」受講者

へ参加費の一部を助成。

・フレイル予防サポーター養成講座

「頭の体操コース」、「筋力・栄養アップコース」、

「ウォーキング＆体力測定ボランティアコース」

開催期間：令和元年８月１９日～１０月２３日

受講者数６１名（実人数）（延べ２２９名）

○【新規】タピオステーション効果判定の実施

・大阪体育大学監修の体力測定実施によるタピオステーショ
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（１３）保健・医療

ン効果判定に先駆けて、平成２９～３０年度にタピオステ

ーションにて実施した体力測定結果の分析を委託。

４５ 子ども等予防接種事業 子育て支援課 ・感染症及びまん延を予防す

る。

79,560 〇風しんワクチン等接種費用助成事業の実施

・対象者：風しん抗体検査の結果、抗体を保有していないと

判定された人のうち、妊娠を希望する女性及びそ

の配偶者、妊婦の配偶者

・助成者数：６０人

○風しん追加的対策（第５期定期接種）

・対象者：過去に風しんの定期予防接種を受ける機会がなか

った方（クーポン送付対象者：①S47.4.2～S54.4.1

生の男性２，１９６人、②S37.4.2～S47.4.1 生の

男性２，７６５人）

・事業実施内容：抗体検査の無料クーポンを送付（①は平成

３１年４月、②は令和２年３月）。無料クー

ポンを使った抗体検査の結果、抗体を保有

していないと判定された人には定期予防接

種を実施。

・抗体検査実施人数：４６２人

・予防接種実施人数：８３人

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

４６ 健 康 増 進 事 業 健康・いきいき

高 齢 課

・住民の健康保持及び増進を

図る。

34,661 ○がん検診の推進

①【新規】協会けんぽ特定健康診査と乳・子宮頸がん及び骨

祖しょう症検診の同時実施

「乳・子宮頸がん」

・実施日：令和元年１１月７日

・実施場所：熊取ふれあいセンター

・受診者数：延べ２２８名
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「乳・子宮頸がん、骨粗しょう症」

・実施日：令和２年２月２５日

・実施場所：熊取ふれあいセンター

・受診者数：延べ３１５名

②【新規】大阪府と泉佐野市との共催による商業施設で

の乳がん検診の実施

・実施日：令和元年１０月３１日

・実施場所：日根野イオン

・受診者数： ２５名

③祝日レディースセット検診の実施

・実施日：令和元年年９月１６日（敬老の日）

・内 容：乳・子宮・胃・大腸がん及び骨粗しょう症検診

・受診者数：延べ５１３人

④乳がん検診初診年齢（４０歳）及び子宮頸がん検診初診年

齢（２０歳）へのクーポン券送付

・送付数：乳がん ３０２名、子宮頸がん ２４２名

・利用者数：乳がん ８１名、子宮頸がん ３２名

・利用率：乳がん ２６．８％、子宮頸がん １３．２％

⑤【拡充】肺がん検診健診（H31 からデジタル撮影）

・実施日 R1.5～R2.2 の間の１５日実施

・受診者数 ２，０９８人

⑥【拡充】節目年齢（４０・４５・５０・５５・６０歳）を

対象に５大がん検診（肺・胃・大腸・乳・子宮がん）の受

診勧奨を実施。また、引き続き平成２９年度から実施して

いる２５・３０・３５歳に対する子宮頸がん検診の受診勧

奨を実施。

さらに、令和元年度は、平成３０年度に胃がん検診を受

診した６０～６９歳の未受診者へ胃・大腸・肺がん検診を、

平成２４～２９年度の乳がん検診受診者の内、平成３０年

度以降未受診者へ乳がん検診の受診勧奨を実施。

・送付数：がん検診 ４６５通、子宮頸がん検診 ５１５通、
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（１４）運動・スポーツ

胃・大腸・肺がん １２６通、乳がん ２１７通

⑦医療機関の協力を得て、かかりつけ医からがん検診の個別

受診勧奨を実施。

・勧奨用チラシ作成：１，０００枚

・協力医療機関数：１４機関

４７ 特定健康診査等事業 健康・いきいき

高齢課

・検診データを分析し、実情

に応じた生活習慣病の発症

予防と重症化予防に取り組

む。

21,105 ○生活習慣病の予防

①【拡充】生活習慣病の予防として、国民健康保険特定健康

診査の４０歳以上の受診者全員に心電図検査を実施

・受診者数：２，７５７名

②【拡充】平成２８年度から実施している糖尿病性腎症等重

症化予防事業に加え、糖尿病重症化予防事業を実施

・個別指導実施者数

糖尿病重症化予防事業 １０名

糖尿病性腎症等重症化予防事業 ６名

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

４８ ①社会体育推進事業

②体育施設維持管理

事業

生 涯 学 習

推 進 課

・活動環境の整備として引き

続き指定管理者による管

理運営を行うなど、住民サ

ービスの向上と経費の縮

減を図る。

①102,831

②41,431

○総合体育館等指定管理の委託

・委託期間：平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

（５年間）

・委託施設：総合体育館、町民グラウンド

町民グラウンド内テニスコート

○八幡池青少年広場照明自動点滅取替修繕

○総合体育館メインアリーナ床改修工事

○総合体育館駐車場照明ＬＥＤ化工事

○総合体育館中央制御盤改修工事

○総合体育館屋根改修工事

○総合体育館消防設備修繕

○総合体育館ボイラー圧力スイッチ取替工事
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○総合体育館昇降機設備修繕

４９ 社会体育推進事業 生 涯 学 習

推 進 課

・住民ニーズに即応した地域

スポーツ行政の充実を図

る。

・「くまとりスポーツコミッ

ション」の立ち上げ、活動

支援を行う。

102,831 ○指定管理者によるスポーツ教室等の実施

・プール ３６コース 延べ ２２，９３１人

・アリーナ １７コマ 延べ ９，３５４人

○第 20回くまとり太極拳フェスティバルの開催

・開催日：令和元年１１月９日

・参加者：１，４００人（模範演武披露(サークル別・集団））

○【新規】くまとりスポーツコミッション設立総会

・設立総会 令和元年５月１５日

○【新規】くまとりスポーツコミッション運営推進会議

・開催日 令和元年７月３１日

令和元年８月２８日

５０ 社会体育推進事業 生 涯 学 習

推 進 課

・スポーツへの参加意欲を高

める機会を創出する。

102,831 ○「大阪国際武術太極拳交流大会」の開催

・開催日：令和元年１１月１０日

・参加者：５００人

○「第１０回全国登録クラブエアロビック選手権大会」の開催

・開催日：令和元年７月７日

・参加者：５００人

○「第３１回大阪府年齢別トランポリン競技選手権大会」の開催

・開催日：令和元年６月１６日

・参加者：２００人

５１ 町民総合体育大会運

営事業

生 涯 学 習

推 進 課

・住民の健康増進とスポーツ

振興を推進するとともに、

住民相互の親睦に寄与す

る。

2,153 ○「町民総合体育大会」の開催

・期間：令和元年９月～令和元年１２月

・種目：陸上競技など１８種目を開催

・参加者：２，４３８人

５２ 体育施設災害復旧

事業

生 涯 学 習

推 進 課

・台風第２１号により被害の

あった町民グラウンド等

のフェンスの復旧を図る。

25,652 ○倒壊した町民グラウンド等のフェンスの改修工事（災害復旧）

・総事業費 25,652 千円

・事業期間 平成３０年１２月１８日～平成３１年４月２６日
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（１５）高齢者福祉

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

５３ 老人憩の家維持管理

事業

健康・いきいき

高 齢 課

・高齢者に対し教養の向上や

レクリエーション等のた

めの場を提供しもって高

齢者の心身の健康の増進

を図ることを目的とする

老人憩の家の適正な維持

管理を行う一方で、耐震化

が必要な施設については

耐震化及び長寿命化を併

せて進める。

26,941 ○【拡充】老人憩の家の平成３０年度より進めている町内老人

憩の家の耐震化について、昨年度、耐震診断を実施した５地

区について実施設計を実施し、さらに１２月補正予算（明許

繰越）において耐震補強工事に着手した。また、新たに１５

地区のうち５地区の耐震診断を当初予算で実施し、残る１０

地区については１２月補正予算（明許繰越）で耐震診断に着

手した。

・耐震診断業務

（実施済み）

青葉台･桜が丘･朝代･大久保･高田

（繰越）

和田、朝代、大久保、桜が丘、五月ヶ丘、公社・美熊台、

つつじヶ丘、泉陽ヶ丘、水荘園･ｻﾆｰﾊｲﾂ、大宮

・耐震補強工事実施設計（実施済み）

久保・翠松苑・小谷・小垣内・東和苑

・耐震補強等工事（繰越）

久保・翠松苑・小谷・小垣内・東和苑

５４ 一般介護予防事業

（介護保険特別会計）

介 護 保 険 課 ・要介護・要支援状態になら

ないよう支援する。

11,393 ○みまもりアンケートの実施

・地域の実情に応じ効果的かつ効率的に収集した情報を活用

して、一人暮らしや閉じこもり等の何らかの支援を要する

者を早期に把握し、見守り支援や介護予防活動等の必要な

支援を実施

・アンケート対象者：１，０９０名、回収率：７８．０％

※対象は要支援要介護認定を受けていない６５歳以上の独

居高齢者及び７５歳以上の高齢者世帯

・総合事業案内：３６６名

・地域包括支援センターへの情報提供者数：５６名
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５５ 介護予防・生活支援

サ ー ビ ス 事 業

（介護保険特別会計）

介 護 保 険 課 ・要介護・要支援状態になら

ないよう支援する。

74,372 ○訪問型サービス １，５７１件

・現行相当：１，４１０件 ・緩和型Ａ：１６１件

○通所型サービス １，９０６件

・現行相当：１，４５０件 ・緩和型Ａ：４５６件

○ふれあい元気教室

・短期集中予防型訪問サービスや教室に携わる専門職及びケ

アマネージャーによる自立支援型地域ケア会議を組み合わ

せた介護予防・自立支援として年２クール実施

・参加者：３２名／年２クール

５６ 包 括 的 支 援 事 業

（介護保険特別会計）

介 護 保 険 課 ・医療と介護の連携を強化し

「地域包括ケアシステム」

の構築を図る。

67,195 ○地域包括支援センター業務委託

・総合相談件数 １，３６２件

・予防教室勧奨 ２９４件 ・権利擁護 １９件

・困難ケース ５５件 ・地域ケア会議 ８回

・認知症サポーター養成講座の開催 ９回

（３２９人 累計３，０６０人）

・認知症カフェの開催 １６回（参加者３１３人）

○熊取町医療介護ネットワーク連絡会（ひまわりネット）の

開催（年３回）

・会員数：１４４名

○医療介護ネットワーク検討委員会の開催（年２回）

○認知症施策の推進

・認知症施策検討委員会の開催（年２回）

・徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク支援事業の実施

事前登録者数３５人 協力者、協力機関１２１件

（令和元年度末現在）

・認知症カフェ（通称ひまわりカフェ）の実施

カフェに取り組む団体数 ８団体

・徘徊模擬訓練の開催

実施日：令和元年１２月１９日（木）

参加者数：３７人

・認知症初期集中支援チームの活動

支援件数：４件 チーム員会議：１１回 訪問件数：９回

○生活支援・介護予防サービス協議体の開催（１回）
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（１６）障がい者福祉

○高齢者見守りネットワーク

協力機関：３５件（令和元年度末現在）

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

５７ 障がい者自立支援給

付費事業

障がい福祉課 ・障害者総合支援法に基づく

障がい福祉サービスの提

供を行う。

780,367 ○自立支援給付事業の実施

・介護訓練等給付費：実利用人数 ３２９人

・身体障がい者（児）補装具購入助成金：実利用人数５２人

・自立支援医療費：実利用人数

更生医療５５人、育成医療２０人、療養介護２人

５８ 障がい者地域生活支

援事業

障がい福祉課 ・障害者総合支援法に基づく

市町村地域生活支援事業

を実施する。

56,297 ○地域生活支援事業の実施

・移動支援給付費：実利用人数 ９０人

・日中一時支援給付費：実利用人数 ２２人

・日常生活用具購入費等助成金：実利用人数 １０９人

・訪問入浴サービス助成金：実利用人数 ２人

・福祉タクシー助成事業：タクシー券交付人数 ３３３人

・意思疎通支援事業：派遣実績 ３８回

（手話３８回・要約筆記０回）

５９ 児童発達支援事業 障がい福祉課 ・児童福祉法に基づく障がい

児通所支援サービスの提

供を行う。

210,662 ○障がい児通所給付事業の実施

・児童発達支援事業：実利用人数 ３６人

・医療型児童発達支援事業：実利用人数 ２人

・放課後等デイサービス：実利用人数 ９２人

・保育所等訪問支援 実利用人数 ５人

○【新規】軽度難聴児への補聴器購入等助成 ２人
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（１７）地域福祉・社会保障

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

６０ 社会福祉事業 生 活 福 祉 課 ・熊取町第４次地域福祉計

画・熊取町第４次地域福祉

活動計画に基づき、社会福

祉協議会と連携し、計画の

実行に取り組む

― ○毎月、社会福祉協議会と連絡会を開催するとともに第４次地

域福祉計画・地域福祉活動計画実行のため、「地域共生社会」

の実現に向けて新しい取り組みを実施するべく、先進市町に

視察へ出向いた。

６１ ①徴収事業

②保健衛生普及事業

③医療費適正化事業

（国民健康保険事業特別会計）

保 険 年 金 課 ・保険料の収納体制の整備や

医療費の適正化の取り組

みを推進する。

①3,853

②26,359

③877

《徴収事業》

〇キャッシュカードを利用した口座振替受付サービスの実施

・申込件数：３３６件 (全口振申込件数の６３．３％)

〇納付コールセンターを活用した現年度未納者に対する電話・

文書催告の実施

・納付勧奨実施件数：２，０９８件

〇コンビニ収納の実施

・納付件数：８，２３９件 (全納付件数の１４．２７％)

〇スマートフォンアプリ収納の実施

・75件

〇税収確保重点月間（１２月）及び収納強化週間（５月）の休

日・夜間収納相談窓口の開設・訪問徴収の実施

・利用件数：２４件

〇毎月第２・第４木曜日の夜間収納相談窓口の開設

・利用件数：３６件

〇令和元年度徴収率

・現年度分：９６．４４％、滞納繰越分：２１．８８％

《医療費適正化事業》

〇医療費通知の実施

・年６回送付 ２９，７９１件

〇ジェネリック医療費差額通知の実施

・年３回送付 １，１１９件

〇医療費適正化啓発パンフレットの配布

・６，５００部購入 保険料本算定時同封
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〇重複・頻回服薬者への訪問指導

・対象者：４名（内３名実施）

《保健衛生普及事業》

〇国民健康保険被保険者健康づくり推進奨励事業（めざせ！が

っちり健幸）の実施

・「健幸で始めま賞」：受賞者数 ２２名

・「健幸でがっちり賞」：受賞世帯数 ３０世帯

・「スマホｄｅドック」：受検者数 ３４名

６２ ①老人医療費助成事業

②重度障がい者医療

費助成事業

③ひとり親家庭医療

費助成事業

④子ども医療費助成

事業

保 険 年 金 課 ・福祉的配慮が必要な方々の

医療費の自己負担額の一

部を助成して経済的負担

を軽減することで、健康の

保持や福祉の増進を図る。

①16,304

②95,670

③26,524

④133,372

○助成内容

対象者に医療証を交付。１ヶ月に医療機関等１箇所につき

５００円までの負担有（子ども・ひとり親家庭医療は月２日

まで、処方箋による薬局での負担金は不要）。助成を受けたの

ち、複数受診等で１ヶ月に支払った一部自己負担額の合計が

３，０００円（子ども・ひとり親家庭医療は２，５００円）

を超えた額の助成有。

①老人医療費助成事業の実施

・医療証交付者数（令和元年度末現在） １９８人

②重度障がい者医療費助成事業の実施

・医療証交付者数（令和元年度末現在） ７６０人

③ひとり親家庭医療費助成事業の実施

・医療証交付者数（令和元年度末現在） ８６２人

④子ども医療費助成事業の実施

・医療証交付者数（令和元年度末現在）５，８６８人

６３ 未熟児養育医療給付

事業

保 険 年 金 課 ・福祉的配慮が必要な方々の

医療費の自己負担額の一

部を助成して経済的負担

を軽減することで、健康の

保持や福祉の増進を図る。

2,093 ○未熟児養育医療事務の実施

・平成２５年度から権限移譲により実施

・対象者に医療券を交付。医療費は町が医療機関（国保連等

経由）に支払い、後日自己負担額を徴収。

・医療券交付者数（令和元年度末現在） ２人

※令和元年度給付実績は６人
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大綱４ 住みたい、住み続けたい、いつか帰りたいまちをめざします

（１８）市街地整備

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

６４ 都市計画一般事務経費 ま ち づ く り

計 画 課

・本町の玄関口にふさわしい

良好な市街地を形成する

ため、熊取駅西地区の土地

利用の検討を行う。

1,528 〇熊取駅西地区用地測量業務

まちづくり協議会エリア内に存在する相続登記がされていな

い土地について、相続人調査及び境界確定のための準備を進

めた。

６５ 熊取駅西整備事業 道 路 課 ・本町の玄関口にふさわしい

良好な市街地を形成する

ため、熊取駅西線（熊取駅

西交通広場）の都市計画決

定を行い、整備事業を実施

する。

65,118 ○熊取駅西整備事業の実施

・熊取駅西交通広場整備事業不動産鑑定意見業務の実施

・熊取駅西交通広場整備事業不動産鑑定業務（1-1）の実施

・熊取駅西交通広場整備事業支障物件調査算定及び交渉支援

業務の実施

（履行期間：令和２年２月３日～令和２年７月３１日）

・事業用地取得

取得完了 〔３筆１者（被補償者１者）〕

契約済 〔１筆１者（被補償者１者）〕

（引渡期限：令和２年６月 30 日）

・熊取駅西交通広場詳細設計業務の実施

（履行期間：平成３０年１０月１９日から令和元年９月３０日）

・熊取駅西交通広場詳細設計業務（その2）の実施

・熊取駅西交通広場用地測量業務の実施

（履行期間：平成３０年６月１３日から令和２年３月２７日）



32

（１９）道路・交通

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

６６ 都市計画道路整備促

進事業

道 路 課 ・都市計画道路の整備促進を

図るため、各事業の事業推

進及び事業化に向け、国・

府への予算編成等あらゆ

る機会において、要望を行

う。

― ○事業推進及び事業化のための要望活動の実施

・大阪岸和田南海線の事業推進

・大阪外環状線の４車線化

・泉州山手線の事業化

※大阪岸和田南海線の整備状況

【第１期事業区間】

・境界確定協議、補償算定業務委託、用地買収、道路詳細設計

修正委託、整備工事の実施

【第２期事業区間】

・用地測量委託、境界確定協議、橋梁予備・詳細設計委託、

補償算定業務委託、用地買収の実施

※泉州山手線

・早期に事業効果を発揮できるよう工区を細分化（全線約 10

㎞を３区間に分割）

①（仮）山直・修斉区間 約 4.2 ㎞

〔和泉市・岸和田市界～岸和田港塔原線〕

②（仮）天神山区間 約 2.55 ㎞

〔岸和田港塔原線～（都）貝塚中央線〕

③（仮）せんごく・熊取区間 約 3.25 ㎞

〔（都）貝塚中央線～国道１７０号〕

※①と③の区間が事業化候補区間に位置付け

・予備設計（全線）

・着手工区の選定（③（仮）せんごく・熊取区間）

（都）貝塚中央線～府道水間和泉橋本停車場線

※令和２年度以降、沿道のまちづくりの進捗、用地取得等の

早期事業効果発現の見込み、旧府道引継ぎの確実性を確認

した上で事業着手
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６７ 道路新設改良事業 道 路 課 ・地域幹線道路網等の整備を

行う。

20,023 ○町道久保高田線歩道拡幅事業の実施

・事業地取得 〔４筆４者（被補償者３者）〕

※全事業用地取得完了

６８ 道 路 維 持 事 業 道 路 課 ・道路舗装修繕など、道路施

設の適切な維持管理を実

施する。

244,294 ○「くまとりアドプト・ロード・プログラム」の実施

・道路の一定区間の清掃や緑化活動等を継続的に実施する団

体の支援を実施

○地域の魅力づくりプロジェクト<熊取>推進協議会への補助の

実施

・熊取駅周辺の緑化を行う緑化プロジェクトに対する経費の

補助

○「熊取町道路橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、老朽化対策

を実施

・紺屋上橋橋梁架替工事の実施

（工期：令和元年９月３０日から令和２年６月３０日）

・向田橋橋梁修繕工事の実施

（工期：平成３０年９月２７日から令和元年５月３１日）

・谷川橋橋梁補修設計業務の実施

○道路舗装修繕事業の実施

・「熊取町道路舗装修繕計画」及び「熊取町歩道舗装修繕計画」

に基づく優先順位により、計画的に舗装修繕を実施（車道：

281 ㎡）

○永楽ダム周辺道路防災事業の実施

・令和元年度町道永楽線法面修繕工事の実施

・平成 30年度町道永楽線法面修繕工事の実施

（工期：平成３１年１月３１日から令和元年７月３１日）

〇路面下空洞調査事業の実施

・路面下空洞調査業務の実施

〇道路施設点検事業の実施

・横断歩道橋及び熊取駅東西自由通路（跨線区間）の点検業

務の実施
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（２０）上水道・下水道

６９ 町内循環バス運行事業 道 路 課 ・町内の主要公共施設等と各

地域を結ぶバスの運行を

行う。

41,426 ○町内循環バスの運行

・運行内容：全４コース、平日：８便／コース・日

土日祝：６便／コース・日

（５～８月のみ７便／コース・日）

※令和元年１１月１日より運行見直し（ルート変更及びバス

停設置）

・和田地区運行開始（「和田」バス停新設他）

・大型商業施設付近へのバス停移設（「紺屋一丁目」）

・運行日：全日（年末年始及び祭礼は運休）

・乗車人数：66,135 人

・臨時運行：６便（６日）

5/12 ：第１便 特定健康審査

9/8 ：第１便 町民総合体育大会総合開会式及び

陸上競技の部

9/16 ：第１便 祝日セット検診

10/5 ：第１便 特定健康診査

11/9 ：第８便 第 20回くまとり太極拳フェスティ

バル

12/1 ：第１便 熊取ふれあい農業祭

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

７０ 収 益 的 収 支

〔経営基盤の安定化〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・将来の水需要減少にも対応

が可能な経営戦略等を策

定するとともに、大阪広域

水道企業団との統合を見

据え、適正な水道料金の設

定を行う。

1,100 〇経営戦略を活用した中期経営シミュレーションと更新費用の

検証

〇大阪広域水道企業団との水道事業統合案における経営シミュ

レーションに基づき、料金改定を含めた経営方針の検討を実

施

・熊取町水道事業経営方針検討業務（その1）
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７１ 収 益 的 収 支

〔府域一水道に向け

た広域化の検討〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・大阪広域水道企業団との水

道事業の統合については、

大阪広域水道企業団との

水道事業の統合案を策定

し、令和３年度からの統合

を進める。

― 〇大阪広域水道企業団首長会議、運営協議会への参画

〇議員全員協議会（9/17・12/12）において、「大阪広域水道企

業団との統合について」を審議

〇大阪広域水道企業団首長会議において、統合案の取りまとめ

（1/23）

〇広報くまとり、熊取町ＨＰに、「大阪広域水道企業団との統合

について」を掲載（2/1）

〇町政連絡事務嘱託員連絡会において、「大阪広域水道企業団と

の統合について」を説明（2/5）

〇議会において、「大阪広域水道企業団との統合に関する議案

（規約変更）」を可決（3/27）

７２ 資 本 的 収 支

上水道施設整備事業

〔希望が丘配水池お

よび事務所棟の耐震

化〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・水道水の安定供給を持続し

ながら、希望が丘配水池の

耐震化工事を行うととも

に、併せて事務所棟の耐震

化も行う。

0 〇配水池および事務所棟耐震化工事の基本設計および詳細設計

の実施

・希望が丘配水池及び事務所棟耐震化工事設計業務

○工事については、大阪広域水道企業団との統合後に実施した

場合、府補助金（国交付金補助率１／３）の対象となること

から、令和３年度以降の実施とする。

７３ 収 益 的 収 支

上水道施設維持管理

事業

〔電気・機械設備の

保守点検〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・電気計装設備、ポンプ等の

機械設備および中央監視

装置等の保守点検を行う。

12,683 〇電気計装設備、ポンプ等の機械設備および中央監視装置等の

保守点検業務の委託

・希望が丘直送及びつばさが丘北配水池送水ポンプ保守点検

業務

・希望が丘受水・配水場他電気計装設備等保守点検業務

７４ 資 本 的 収 支

上水道施設整備事業

〔送配水管の耐震化〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・基幹管路（送水管）および

重要給水施設への配水管

の耐震化を行うとともに、

老朽化配水管の更新も併

せて行う。

251,557 ○重要給水施設へ供給する管路の耐震化

・配水管布設替工事（R1-1）

・配水管布設替工事（R1-2）

・配水管布設替工事（R1-3）

・配水管布設替工事（R1-5）

・三昧橋水管橋布設替工事

・配水管布設替工事設計業務（R1-1）

・三昧橋水管橋布設替工事設計業務

施工延長（工事のみ）
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全体延長 Ｌ＝1,284.0ｍ

内補助対象 Ｌ＝1,135.5ｍ

７５ 収 益 的 収 支

上水道施設維持管理

事業

〔水質管理体制の整備〕

（水道事業会計）

上 水 道 課 ・水安全計画および水質検査

計画に基づいた水質管理

体制の整備を行う。

1,395 〇水質検査計画の策定

・平成３１年度水質検査計画（平成３１年３月策定）

〇水質検査業務の委託

・平成３１年度水質検査業務

７６ 資 本 的 収 支

下 水 道 建 設 事 業

（下水道事業会計）

下 水 道 課 ・公共下水道未整備地区への

主要管渠の延伸及び各戸

への面整備を推進する。

・国の交付金を活用し、計画

的なマンホール蓋の交換、

及びマンホールポンプの

更新等を実施し施設の適

正な維持管理に努める。

248,864 ○小垣内、大宮、朝代及び大久保地区において、公共下水道工

事の実施

・公共下水道布設工事（R1-1）

・公共下水道布設工事（R1-2）

・公共下水道布設工事（R1-3）

・公共下水道布設工事（R1-4）

・公共下水道布設工事（R1-6）

・公共下水道布設工事（30-4）

・公共汚水ます設置工事（R1-1）

・公共汚水ます設置工事（R1-2）

・No.38 マンホールポンプ施設撤去工事（R1-1）

・令和元度末整備面積 ６０７．３ha（対前年度４．０ha 増）

・人口普及率 ８１．６％ （対前年度０．５ポイント上昇）

・令和元年度施工実績 施工延長 Ｌ＝８２９．９ｍ

○大宮、久保、和田 及び 大久保地区における設計業務委託の

実施

・公共下水道実施設計業務（R1-1）

・公共下水道実施設計業務（R1-2）

・公共下水道実施設計修正業務（R1-1）

・公共下水道実施設計修正業務（R1-2）

・公共下水道実施設計修正業務（R1-3）

○人孔鉄蓋更新工事の実施

・人孔鉄蓋更新工事（R1-1）

・人孔鉄蓋 ７６箇所
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（２１）公園・自然環境

○マンホールポンプ場更新工事の実施

・公共下水道汚水ポンプ更新工事（R1-1）

・汚水ポンプ施設緊急補修工事（R1-1）

・汚水ポンプ施設緊急補修工事（R1-2）

・マンホールポンプ場更新 ３箇所

７７ 収 益 的 収 支

［計画的で持続可能

な事業運営］

（下水道事業会計）

下 水 道 課 ・下水道事業の経営状況を明

確にし、安定的に下水道事

業を継続するため、経営の

効率化・健全化を図る。

8,118 〇「熊取町下水道ビジョン（経営戦略）」の策定に着手。

・熊取町下水道ビジョン（経営戦略）策定業務委託

㈱三水コンサルタント大阪支社

契約金額 27,060 千円

令和元年６月１０日から令和３年３月２５日まで

・熊取町下水道事業経営委員会の開催

第１回 令和元年８月２８日

第２回 令和元年１１月１５日

第３回 令和２年２月１７日

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

７８ 緑化対策事業 水とみどり課 ・永楽ダム周辺の桜の景観を

次の世代へと引き継ぐた

めに、樹勢の衰えている樹

木の回復や、植替え、補植

を計画的に行う

8,086 ○永楽ダム周辺桜保全業務の実施

・永楽桜保全委託業務

桜が植えられている箇所の雑木の伐採及び桜の植栽を実施

期間：令和２年２月１８日～令和２年３月２７日

７９ 公園整備事業 水とみどり課 ・「永楽ゆめの森公園」の整

備、まちなかの公園整備を

行う

61,183 ○「熊取町公園施設長寿命化計画」に基づく「まちなか公園」

の整備

・長池オアシス公園施設更新工事（31-1）

ボードウォークの更新

工期：令和元年６月２６日～令和２年３月１３日

※社会資本整備総合交付金 30,000 千円の活用

８０ 公園維持管理事業 水とみどり課 ・都市公園の適切な維持管理

を行う

58,332 ・永楽ゆめの森公園の指定管理者による管理運営

指定管理者：株式会社ハウスビルシステム

期間：平成３０年４月１日～令和３年３月３１日
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（２２）住環境

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

８１ 環境一般事務経費 環 境 課 ・町内における環境保全のひ

とつとして行う飼い主の

いない猫の不妊・去勢活動

を支援し、町内の野良猫頭

数の抑制に寄与する。

・第２期熊取町一般廃棄物処

理基本計画（中間見直し

版）やくまとりプラスチッ

クごみゼロ宣言に基づき、

廃棄物の減量化や海ごみ

ゼロのための啓発・教育を

実施。

471 ○飼い主のいない猫不妊去勢手術費用補助金

・補助実績：１頭あたり 5,000 円×３６頭

○環境教育セミナー

令和元年６月１９日～７月９日 計５校

対象：町内小学４年生４３９名

○環境セミナー

令和元年７月２９日開催

参加者：子ども２８名、保護者２３名

○環境フェスティバル

令和元年１１月１７日開催

来場者：１，８００人

○廃棄物減量等推進員研修会

令和元年７月３１日開催

参加者：２１人

８２ 町営斎場運営事業 環 境 課 ・葬儀及び火葬に関する業務

を支障なく遂行するため、

補修計画等に基づき、火葬

炉等の補修を行い適正な

管理運営に努める。

23,483 ○火葬の実施

・実施件数：３５２件

○補修計画に基づく補修の実施

・２号炉の改修、低圧漏電警報器取替

８３ 一 般 管 理 経 費

墓地基金積立金事業

（墓地事業特別会計）

環 境 課 ・熊取永楽墓苑の適切な維持

管理を行う。

12,094 ○墳墓の追加募集（使用許可書の発行）

・件数：８墓

○熊取永楽墓苑の維持管理

・指定管理者による除草、清掃、修繕等

８４ 環境美化推進事業 環 境 課 ・大阪でいちばんきれいなま

ち「くまとり」をめざして、

地域住民との協働により

美化活動を推進する。

904 ○路上喫煙禁止区域の指定

・平成２５年１０月 ＪＲ熊取駅前周辺、夢広場、町道熊取

駅前線の路上喫煙禁止区域に指定

・路上喫煙禁止街頭啓発キャンペーンの実施

・年間を通じて、職員、安全パトロール隊による、指導啓発、
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（２３）循環型社会

パトロールを実施

・周知用の横断幕、路面シートの更新

○自治会等による環境美化清掃活動の支援

・環境美化強調月間を中心とした環境美化清掃活動を実施の

自治会に、ごみ袋（３１，５２０枚）、軍手（１４，０６０

双）を配布

・住民の環境美化意識の醸成に繋げるために環境美化功労者

に表彰状を贈呈 （１個人１１団体）

〇「第２次美しいまちづくり推進基本計画」及び「第１期美し

いまちづくり行動計画」を策定。

○不法投棄禁止の啓発用看板購入

○町内での違法屋外広告物 はり札１１枚を撤去

８５ 公害対策事業 環 境 課 ・水質、騒音等の環境監視を

引き続き行うとともに、各

種の公害対策について、公

害が発生すれば大阪府と

連携して問題解決にむけ

て取り組む。

105 ○町内３河川（見出川・住吉川・雨山川）の水質検査の実施

・検査回数 年４回

○環境騒音測定の実施

・道路に面する地域

町内２ヶ所・年１回

・一般地域（道路に面する地域以外の地域）

町内１７か所を３グループに分け毎年１グループずつ実施

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

８６ 地球温暖化対策事業 環 境 課 ・地球環境に配慮した行動が

進められるよう、地球温暖

化対策実行計画に基づき、

排出される温室効果ガス

の削減に引き続き取り組

むとともに、温暖化対策の

普及促進を図ります。

21 ○第４次熊取町地球温暖化対策実行計画に基づく取組

・地球温暖化対策推進委員会及び同作業部会の開催 年２回

・平成３０年度 温室効果ガス排出量実績の評価

平成２５年度（計画基準年度）比２１.７％の削減

・各推進員年間行動計画の作成及び中間自己評価
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８７ 環境センター運営事業 環境センター ・適切かつ効率的なごみ処理

体制の整備を行う。

367,772 ○ごみ処理広域連携

・ごみ処理広域連携検討会 ５回実施

・環境施設広域化調査特別委員会（熊取町議会） １回実施

・新ごみ処理施設の処理方式等検討委員会（有識者等による

技術検討会） ３回実施

・令和２年３月 新広域ごみ処理施設整備に伴う委託業務の

負担金協定書締結（令和元年分）

○広域化施設整備業務に伴う負担金

・業務名：新ごみ処理施設整備事業に係る処理方式等計画策

定及び施設整備基本計画策定委託業務

・契約金額：15,840,000 円(税込)から

・交 付 金： 5,280,000 円を差し引き

※ 熊取町負担金額：3,718,000 円(税込)

（内訳）業務費均等割：3,520,000 円

事 務 費： 198,000 円

○ごみ処理量(搬入量) （単位：ｔ）

※平成３０年度は台風２１号等の原因により約 1,000ｔ増加している。

○「リサイクル品提供事業」平成２０年度より事業開始

※平成３０年度より環境フェスティバルでの出展

○修繕料

決算額：50,095,216 円

ろ過式集じん機用空気圧縮機整備 など

○廃棄物処理施設機器分解保守点検手数料

可燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ 合計

H29 年度 10,229 1,187 1,167 12,583

H30 年度 10,157 1,225 2,147 13,529

R1 年度 9,978 1,223 1,547 12,748

実施月 来場者数 譲渡点数

H29 年度 1月 81 人 19 点

H30 年度 11月 320 人 15 点

R1 年度 11月 320 人 30 点
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決算額：37,388,650 円

保守点検整備業務 など

○長期維持補修計画に基づく修繕

修繕名：環境センター切断機更新業務

契約の相手方：荏原環境プラント(株)

履行期間：令和元年９月３０日から令和２年３月３０日まで

契約金額：70,400,000 円(税込)

８８ 環境一般事務経費 環 境 課 ・平成３０年台風第２１号の

経験を踏まえ、災害廃棄物

処理計画の策定を目指す。

－ ○平成３１年度災害廃棄物処理計画策定モデル事業（近畿ブロ

ック）に参画（ワーキング会議 計５回出席）

・令和２年３月に熊取町災害廃棄物処理計画骨子作成

※令和２年度に骨子を基に計画策定予定

８９ し尿処理場運営事業 環 境 課 ・し尿処理施設の適正な管理

運営により機能維持を図

る。

114,114 〇し尿及び浄化槽汚泥処理実績（令和元年度）

・し尿 8,604.69kℓ 浄化槽汚泥 5,308.88kℓ

合計 13,913.57kℓ

９０ ［し尿処理の広域化］ 環 境 課 ・し尿処理広域化（事務委託）

に向けた関係機関との協

議等を実施する。

111,244 〇令和３年度（予定）からの泉佐野市田尻町清掃施設組合への

し尿処理事務の委託化へ向けた、関係機関との協議等の実施

・し尿処理広域化検討会議：３回開催

〈協議内容〉

維持管理費負担項目・負担割合、スケジュール等

・し尿・ごみ処理広域連携検討会 ３回開催

〈議題内容〉

維持管理費負担項目・負担割合、スケジュール等

・環境施設広域化調査特別委員会 １回開催

〈議題内容〉

経費負担、今後の予定

○【新規】泉佐野市田尻町清掃施設組合における熊取町のし尿

等受入準備工事に係る負担金の支払い

・本町負担額 111,244 千円
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（２４）商工業・サービス業

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

９１ 熊取アトムサイエン

スパーク構想推進事

業

企 画 経 営 課 ・ＢＮＣＴを活性化とした町

の活性化に向け、引き続

き、大阪府や京都大学複合

原子力科学研究所との連

携を図る。

16 ○「ＢＮＣＴ推進協議会」への参画

○町ホームページなどによる取組みのＰＲ

９２ 商 工 業 振 興 事 業 産 業 振 興 課 ・商工会が実施する事業への

支援を行い、地場産業の振

興及び活性化を図る。

6,183 ○商工会が実施する事業への支援の実施

・農業祭との同時開催、わいわいフェアー（商工会 わいわ

いフェアー実行委員会主催）

開催日：令和元年１２月１日、参加者：約７，０００人

補助金：200,000 円

・熊取コロッケ販売促進への支援

店舗等配布実績：６８，０００個

９３ 産業活性化基金事業 産 業 振 興 課 ・町内中小企業者の経営安定

に資するため、府の制度融

資の斡旋や町融資制度を

利用した方に対し信用保

証料を補助するとともに、

新たなチャレンジをする

人を支援し、町の産業を活

性化するため、新ブランド

創造、創業者、農業者、中

小企業者への補助事業を

実施した。

14,575 ○産業活性化基金事業の実施

・ブランド施策等推進活動事業補助金：２件 739,371 円

・商品化促進支援事業補助金：１件 286,800 円

・熊取コロッケ販売促進支援事業補助金：１８件 1,119,000 円

・地域・産業活性等イベント支援事業補助金：１件 500,000 円

・事業所開設支援事業補助金：１０件 6,442,300 円

・経営支援事業補助金：６件 4,369,400 円

・中小企業経営支援（信用保証料）事業：２件 130,900 円

・中小企業経営支援（利子補給金）事業：５２件 987,200 円

○【拡充】くまとりブランド「くまとりやもん↑」について新

たに１１品を追加（合計１７品）
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（２５）農林業

９４ プレミアム付商品券

事業

産 業 振 興 課 ・消費税・地方消費税の引き

上げが低所得者・子育て世

代の消費に与える影響の

緩和及び地域に与える消

費の喚起・下支えをするた

め、低所得者・子育て世代

主向けのプレミアム商品

券の発行等を行なった。

19,433 ○プレミアム付商品券発行商品券等運営業務を委託

受注者：熊取町商工会

履行期間：令和元年６月１７日～令和２年６月３０日

契約金額：21,958,526 円(R1:19,432,680 円/R2:2,525,846 円)

・引換券交付者数：４，０４１人

・販売枚数：１５４，４８０枚

・換金枚数：１５４，００３枚

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

９５ 農 業 振 興 事 業 産 業 振 興 課 ・地産地消を推進する。

・農地の多面的な活用を図る

ことによる、農業に関する

理解の高揚を図る。

・有害鳥獣の防除を推進し、

農作物の生産性の向上を

図る。

・新規就農者への支援を実施

する。

7,655 ○品評会の実施、地産地消推進協議会等への助成

・８月、１２月 品評会

・７月（七夕）、８月（２回：品評会、スイカ市）、１２月（２

回：品評会、農業祭） 野菜市

○「第８回熊取ふれあい農業祭」の開催

・地元産農作物の良さを知っていただく機会を提供

・わいわいフェアー等との合同抽選会の実施

・開催日：令和元年１２月１日

・来場者数：約７，０００人

〇町立５小学校における農業体験学習の実施（植え付けから収

穫まで）

・中央小学校：米

・北・東・南・西小学校：さつまいも

〇町内１１箇所レクリエーション農園の斡旋

〇アライグマ対策の実施

・貸出捕獲檻：延べ６１台

・捕獲頭数：３３頭

〇イノシシ対策の実施

・鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金を利用し、熊取



44

（２６）観光・交流

猟友会に捕獲を依頼

・捕獲檻：４８台（ほか、捕獲罠等）

・捕獲頭数：１２０頭

〇認定新規就農者への支援

・経営が不安定な就農直後の所得の安定の確保を目的に、最

長５年間、年間最大１５０万円

新規就農者 １人 1,500,000 円

９６ 農業振興事業

［明許繰越］

産 業 振 興 課 ・平成３０年９月台風２１号

による被災農業者を対象

に農産物の加工・生産に関

わる施設の再建・修繕・撤

去について、国・府・町が

定められた割合で補助を

する。

26,410 ○台風２１号によって甚大な被害を被った家屋・施設等の件数

が多いことから、部材・人員の確保ができず、工事・修繕等

の見積・発注・施工などすべての工程で遅れが出ており、平

成３０年度内に事業の完了が見込めないため、繰越をした。

・補助対象者：１４経営体

・事業費：44,239 千円

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

９７ 地 域 活 性 化 事 業 産 業 振 興 課 ・観光振興（にぎわいづくり）

によるまちづくりの推進

を行う。

16,673 〇熊取町駅前観光案内所：駅下にぎわい館としてリニューアル

オープン

・令和元４月１７日にリニューアルオープンを行ない、観光

案内に加え、新たに地場産野菜やくまとりやもん↗等の物販

や手荷物の一時預かり、携帯電話充電サービスなど利用者

の利便性を高める取組みを実施

・令和元年度観光案内所利用実績 ４８，０２９人

※観光協会運営補助：12,868,589 円

〇堺市以南、９市４町の泉州地域一帯で連携したプロモーショ

ンの実施

・（一社）ＫＩＸ泉州ツーリズムビューロへの補助金交付
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（２７）雇用・就労

大綱５ 健全で安定した持続可能なまちをめざします

（２８）行財政運営

補助額：2,432,000 円

〇果樹農園支援事業

・運営支援を行なっている野外活動ふれあい広場隣接地にあ

るブルーベリー農園の名称が４月に「和田山 Berry Park」

に決定され、令和元年７月１５日にお披露目会を実施

補助額：889,231 円

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

９８ 地域就労支援事業 産 業 振 興 課 ・勤労支援策として、就労機

会の創出、提供を行う。

554 ○地域就労支援事業の実施

・就労支援相談（月、水 午後１時～５時）

・相談者数：９人

○就業資格取得支援助成金の実施

・利用者：０人

○求職活動支援セミナーを開催

・参加者：９人

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

９９ くまとりふるさと

応 援 寄 附 事 業

企 画 経 営 課 ・地場産品を中心とした謝礼

品等を贈呈することによ

り、自主財源の確保を図

る。

107,127 ○【拡充】「くまとりふるさと応援寄附」制度の拡充

・謝礼品のメニューを、１７４種類に拡充

○寄附実績

２，２２６件 223,041,000 円

１００ 熊取創生プロジェク

トチーム運営事業

企 画 経 営 課 ・「熊取創生プロジェクトチ

ーム」を設置し、戦略的な

まちの成長を図るため、事

業の企画・立案を行う。

54 ○宿泊施設誘致の推進

・ホテル建設に向けた整理・調整

○“熊取町×大阪体育大学”ＤＡＳＨプロジェクトに関する協

働協定の推進
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・【新規】中学校クラブ指導者派遣の開始

・【新規】フレイル予防サポーター養成講座の開催（再掲）

・【新規】タピオステーション効果判定の実施（再掲）

１０１ 行政改革推進事業 財 政 課 ・町の行財政改革推進に係る

必要な助言及び提言をい

ただくため、行政改革審議

会を開催する。

47 ○行政改革審議会の開催（１回）

・第３次行財政構造改革プラン「アクションプログラム」の

平成３０年度実績報告

１０２ 電子計算システム

管理事業

情 報 政 策 課 ・電子計算システムの適正な

管理を行い、安定的なサー

ビスを提供するとともに、

重要かつ機密性の高い情

報のセキュリティ対策を

行う。

125,275 ○【拡充】各種情報システムのクラウド化の実施

・住民情報等にかかる基幹系システムのうち、後期高齢者医

療業務についてクラウドシステムへ移行

・クラウド化により、災害時の業務継続対策を実施

１０３ ［人件費の削減］

職員給与関係事業

（一般管理費特別職分）

（教育委員会費教育長分）

人 事 課 ・第３次行財政構造改革プラ

ンに基づき、人件費の削減

を行う。

43,347

（31,113）

（12,234）

〇町長の任期中、常勤特別職職員の給料を削減

・町 長：平成２８年３月３日から２０％削減

月額 760,000 円 → 608,000 円

・副町長：平成３０年４月１日から１０％削減

月額 646,000 円 → 581,400 円

・教育長：平成３０年４月１日から５％削減

月額 598,000 円 → 568,100 円

１０４ 転入・定住促進事業

（３世代近居等支援）

（社宅誘致支援）

税 務 課

企 画 経 営 課

・町内での３世代近居等のた

めの住宅取得を課税免除

により支援する。

・社宅等を所有又は賃借した

法人に対して補助金によ

り支援する。

－ ○町内での三世代近居等のための住宅取得時の固定資産税の課

税免除を実施。

・令和元年度課税免除件数 ９３件（うち転入：３９件）

○町内に従業員の居住を目的とした住居を新たに取得した法人

に対してその費用の一部に係る補助を実施。

・令和元年度補助戸数 ３戸（１社）

１０５ ①徴収率向上事業

②町税収納整理事業

収 納 対 策 課 ・積極的な滞納整理を実施す

る等、自主財源の確保を図

る。

①8,551

②2,915

○【新規】昨年１０月から「地方税共通納税システム」による

サービスが開始された。

・入金件数 ２８８件

・入金額 13,330,520 円

○【拡充】納税者等の更なる利便性向上のため、令和２年４月
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から、スマートフォンアプリの納付種類を拡大するよう取り

組んだ。

○昨年度も引き続き、町税の徴収を推進するため大阪府及び府

下３４市町で構成する大阪府域地方税徴収機構への参加し

た。

・滞納繰越分徴収率：４１．４％

・機構引継分徴収率：８７．１％

・現年・滞納繰越合計徴収率：９８．３％

（前年度比 ０．５ポイント上昇）

○納付コールセンターを活用した現年度課税分未納者に対する

電話・文書催告の実施

１０６ 戸 籍 事 務 事 業 住 民 課 ・自動交付機廃止（令和元年

５月１日廃止）に係る新た

なサービスとして、マイナ

ンバーカードを利用した

住民票・戸籍謄抄本等のコ

ンビニ交付サービスを導

入する。

・コンビニ交付サービス導入

にあわせ、行財政改革の観

点から、駅下にぎわい館に

おける証明書等交付サー

ビスを終了する。（平成３

１年３月３１日をもって

終了）

50,171 ○【拡充】コンビニ交付サービスの実施

・平成３１年４月１６日から利用開始

・利用可能時間：午前６時３０分～午後１１時

・取得できる証明書：住民票、住民票記載事項証明書、印鑑

登録証明書、戸籍謄抄本、戸籍の附票

※戸籍については、住民登録が本町以外であっても、本籍地

が本町の場合、取得できる本籍地証明に対応

・手数料については、窓口より 100 円減額

・コンビニ交付稼働率 ６．６％

○マイナンバーカードの交付状況

・マイナンバーカード交付件数（令和元年度末時点）：７，５５２件

・マイナンバーカード交付率（令和元年度末時点）：１７．３％

○マイナンバーカード交付にかかる休日開庁：令和元年度５回

開庁（５・８・１１・２・３月）

○タブレット端末を利用したマイナンバーカードオンライン申

請及び本人限定受取郵便による交付の導入

・令和２年２月１９日から開始

・申請件数：令和元年度末 １１３件



48

１０７ 旅券発給事務経費 住 民 課 ・大阪府から事務移譲を受

け、旅券発給事務を開始す

る。

42 ○身近な窓口で旅券発給手続きができることによるさらなる住

民サービスの向上

・平成３０年１０月１日から開始

・令和元年度申請件数：１，５７０件

・令和元年度交付件数：１，６４０件

○旅券発給事務開始にあわせ、役場庁舎内に自動証明写真機を

設置

・通常の行政財産使用料に加え、売上げ手数料にかかる行政

財産使用料を徴収

・令和元年度徴収額：406,890 円

（内訳）行政財産占用分：14,400 円

行政財産手数料分（35％）：392,490 円

※写真売上げ：約 1,400 枚 1,121,400 円

１０８ 電子計算システム整

備営業

情 報 政 策 課 法改正等にともなう電子計

算システムの開発・改修を行

う

26,798 ○【拡充】行政事務効率化に向けたＲＰＡの導入

・昨年度の実証実験に引き続き新たな業務への適用可否を検

討した

・税、収滞納、児童手当の３業務にてＲＰＡ化を実施

１０９ 公用車維持管理事業 総 務 課 ・全公用車へドライブレコー

ダーを設置することによ

り、公用車の適正な管理を

進めるとともに、動く防犯

カメラとしての機能を拡

充する。

5,169 ○【新規】ドライブレコーダー（５１台分）取付業務

令和元年５月２７日契約（特別会計、公営企業会計等含む契

約総額 1,872,720 円）

令和元年６月１３日～７月１６日の間において取付実施

・一般会計４１台（共用公用車１７、専用公用車２４）

・特別会計分１台、公営企業会計等９台に取付

※特別会計、公営企業会計等については、各予算より支払い。
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（２９）情報の公開

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１１０ 広報公聴一般事務経費 広 報 公 聴 課 ・町長と住民の忌憚のない対

話を通じて、町長が行政施

策を住民に公開すると共

に、住民の町政に関する要

望、意見等を把握し、これ

を行政施策に反映させる

ことにより、住民の行政へ

の参画を図ることを目的

とする。

1,547 ○タウンミーティングの開催

・小学校区単位で計５回開催（参加者１８８人）

（４つのテーマで実施）

○区・自治会との直接対話の開催

・21 地区で開催

１１１ 広 報 事 業 広 報 公 聴 課 ・行政情報や地域情報など、

住民が必要とする情報の

提供を行う。

4,181 ○「パブリックコメント制度」の運用

・実施件数：３件

・意見数：５１件

○「パブリックモニター制度」の運用

・登録人数：６３人

・実施状況：アンケート０件

・委員就任状況：３つの委員会で５人が就任

１１２ ホームページ管理事業 広 報 公 聴 課 ・ホームページやフェイスブ

ック等で積極的に情報を

提供し、住民と行政情報の

共有化を図る。

1,897 ○ホームページＡＳＰ使用料 1,896,600 円
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（３０）多種多様な連携

（３１）シティプロモーション

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１１３ 国 際 交 流 事 業 企 画 経 営 課 ・姉妹都市オーストラリア・

ミルデューラ市との交流

により、青少年の国際感覚

を醸成し、次代を担う人材

を育成する。

3,342 ○「令和元年度国際交流青少年受入事業（ミルデューラ市から

の訪問団の受入）」の実施

・受入期間 令和元年１０月１０日～２１日（１２日間）

・受入人数 １６人

（行政関係者４人・青少年１０人・学校関係者２人）

事 業 名 所 管 課 事務事業概要 決算額（千円） 事業内容・成果及び実施状況

１１４ シティプロモーショ

ン事業

企 画 経 営 課 ・若年世代を中心とした転

入・定住促進を図る。

2,188 ○若年者向け情報誌及びＰＲ動画『熊取ものがたり』を使用し

たプロモーションの実施

・情報誌：約１，５００部 配布

・ＰＲ動画：YouTube 再生回数 約５，０００回

○転入・定住促進ＰＲ活動の実施

・転入定住促進パンフレット『ほほえみ 子育て 熊取町！』

宅建フェアなどを中心に配布・配架（約２００部）

・３世代近居等支援チラシ

住宅展示場などを中心に配布・配架（約２，２００部）

・社宅誘致支援チラシ

企業団体などを中心に配布・配架（約２００部）

○メディアへの掲載等

・泉州広告株式会社出版物への掲載

①情報誌ぱど「地元企業のええもん」：約６万部×５回

②「Ｓwing」：約５万部×４回

③お住まいまみたん：２４万部×２回

④情報誌ぱど 泉州版：１６万部×１回

⑤あすたいむ倶楽部：５．７万部×１回 など
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・テレビ等での放映

①ＪＣＯＭ「第２回長っと散歩」

②ＪＣＯＭ「第３回長っと散歩」

・その他

①熊取町オリジナルポロシャツの作成・斡旋販売

販売数：１３３枚 ※職員の自費購入

②くまとり親善大使制度の推進

くまとりスポーツ大使ご就任（２名）

・室屋 成 氏（ＦＣ東京所属 サッカー日本代表）

・村田 透 氏（北海道日本ハムファイターズ所属）

くまとりＰＲ大使ご就任（１名）

・喜多修平氏（アニソンシンガーソングライター）

③くまとり、帰ろう歌。プロジェクト事業の実施

くまとりＰＲ大使のヒナタユウ氏を中心とした「くま

とり、帰ろう歌。プロジェクトチーム」が実施主体の補

助事業として、主に熊取在住者や熊取にゆかりのある者

が製作に携わり、熊取をＰＲする楽曲として「帰ろう歌」

の音源とプロモーションビデオを製作。多種多様な媒体

によるプロモーションを実施。

④株式会社ＦｕｎＭａｋｅとの包括連携協定締結及び推進

・協定締結日：令和元年７月２５日

・YouTuber 養成講座（３回）の実施 ２９名参加

○企業誘致（社宅誘致）活動の実施

・営業総数（推測値）：約４，７００件

・営業活動数（訪問・電話等）：１７件


